

































































は、仏教信仰にもとづく、仏像や塔形を刻んだ印を砂の上に押印し、数珠で数を数える「印沙 」と称される儀礼が存する。従来の研究では、この儀礼は敦煌 教における重要な行事として認められ、正月 行われた仏事「燃燈会」と 繋がりなどが注目され、研究されてきたが、ほかに 内容上、同時代に敦煌で行われた仏誕会などの儀礼との関わりも見落とすことができない。　「印沙仏」儀礼を執行する主体として注目されるのは「社 という組織である。 「社」はそれ以前の土地神の崇拝によっ 形成さ た地縁的集団と異なり、仏教信仰で結ばれた組織である。庶民の集いとしての「社」と僧侶の組織である教団は このような儀礼の催行を通じて密接な関係を築き上げ いた。　「印沙仏」儀礼の目的としては、祓病除災、来世幸福などの個人の願いから、国家
















































なく、彼らの集いの生活を具体的に知ること できる資料とし 貴重である。敦煌資料にある「印沙仏」儀礼の文献は現在、次の二〇点が知られてい そのうち、年代判定ができない文献は七点があり、明確に年号を記した文献は三点があり、年代判定ができる文献は一〇点であるが、吐蕃統治時期に写された文献は一点 存する。以下に表にして整理した。
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［敦煌における9，10世紀の「印沙仏」儀礼の考察］……徐 銘
写本番号 題 目 年 代 備考，式日等
年号記載あり
P.（（（（V 印沙佛文 天成五年 發露
S.（（1（ 印沙佛文 貞明六年庚辰歳二月十六日と同光清泰 上春之日
P.（（（（ 無 太平興國四年
年代推定可
Ф （（（V 無 五代 三春首朔，四序初分
Ф （（（V 無 五代 三春首朔，四序初分
B.（（（1V 印佛文 五代 三春上律，四序初分
S.1（（1V 無 五代
S.（9（（V 無 五代・宋初期 新年首朔，四序初分
S.（（9（ 無 五代・宋初期 上春之日
P.（（（（V（ 印沙佛文 五代・宋初期 新年
P.（（（（V（ 無 五代・宋初期 新歳
P.（（（（V（ 社齋文 五代・宋初期 春冬更改，年歳相交



































鎮（振） 、玉譽早聞、列位名班、昇榮冕職。遂乃妙因宿殖、善芽發於今生。業果先淳、道心堅於此日。 ［知］四大而無注（住） 曉五蘊而皆空。脫千聖之真容 印恒沙之遍跡 更能焚香郊外、請僧徒於福事之前、散食遍所於水陸之分。以此印沙功德、迴向福因、先用莊嚴、梵釋四王、龍天八部。伏願威光轉勝、福力彌增、救人護國。願使聖躬延受（壽）
五穀豐登、管內人安、歌謠滿城。又持勝福、伏用莊





前半の 「厥金座前社邑等、 故於三春上律、 四序初分、 脫塔印沙。 」という
















:夫厥今此會、 則有遺法弟子、 法俗二流等、 並虔誠徹禱、
















揚釋教於國中、播真宗於城內、名僧間出、碩德拯生、英聲縱美於遐荒、 功名不墜於即日。者（這）則有我此卅僧統番（蕃）大德之謂矣。唯大德門願望重、懿戚豪華、脫榮貴而歸緇、拂囂塵而出俗、心融嵬解、識達空苦、慈愍為懷、仁明作務、綰一卅之權要 使三寶之肅邑、道俗咸賴於弘揚、庶品競忻 法化 今者 屬以韶年媚景
仲序始春、
太子瑜城之辰、 如來涅盤（槃）之月 □ 於 □左
逥開闢、 右遶城池、




啟乃誠、 能事可從、 總申表慶。於是宏開法座、 廣闢香筵。彌陀山高、
名僧兩會、經梵廖亮、簫管啾留、幡花絲敷、爐煙鬱郁。是時也、風吟東郭、雲瞋西郊。百草未青、三春已暖。總斯勝善、莊嚴我當今聖神贊□（普）



































是以爐焚百寶、樂奏八音、散食四方、祈恩旋遶者云云。加以妙因宿植、善芽發於今生。業果先登 道心豎於此日。知四大而無主、五蘊而皆空。料體性而不堅 似電光而迷轉。昔聞童子聚砂上、有成佛之功能。懇仰鴻門、 賴福因而籌筭。遂乃脫萬像之真容、 印恒沙之遍跡。更能焚香郊外、請凡聖於 事之前。散食香餐、遍施於水陸之利。以斯脫佛功德、盡用莊嚴上界。


















。 「梵音」は、 仏事の時に、 僧侶によって発される音声を意味



































「二月八日文」智覺騰芳、 功勇齊者。大雄方便、 動物斯均。王宮孕靈、寔有生於千界。逾城半夜、 求無上之三身。今以三春中律、四序初分。柳絮南枝、 氷開北岸、 遂乃梅花始笑、 喜鵲欲巢。真俗旋城 幡花隘路八音競奏、聲謠（遙）兜率之音。五樂瓊簫、響振精輪之界。總斯多善、莫限良緣 先用莊嚴梵釋四王、龍天八部：伏願威光盛運、救國護人。濟惠慈悲、年豐歲稔、伏持勝善。次用莊嚴我河西節度使尚書貴位：伏願五岳比壽 以日月而齊明。祿極蒼（滄）瀛 延麻姑之萬歲。然後休兵罷甲、鑄戟銷戈。萬里澄清、三邊晏靜。
大英図書館蔵










「二月八日逾城［文］ 」夫能人善權、 務濟群品。凡諸妙事、 豈勝言哉。今則
伴春如月、律中夾鍾（鐘） 。暗魂上於一弦、蓂芳（莢）生於八
葉。後身逾城之月、 前佛拔俗之晨（辰） 。左豁星空、 為（右）辟月殿。金容赫
弈（奕） 、猶聚日之影寶山。白毫光輝、為滿月之臨滄海。烏
蒭前引、 睚眦而張拳。 狻猊後行、 備迅而矯尾。 雲舒五彩、 雨四花求 （於）［四］衢。
樂奏八音、歌九功于八胤。是日也、立烏至、鴻雁翔。翠























































［閣］ 以宣威、 百官頓首而從風、 驛騎銜恩而出塞。使普天咸熱於名 （明）燈、 轉金剛而祈勝福。率土敬陳於法供、 會列無遮。冀千福慶於聖躬、萬善賴口於庶品。亦使峰（烽）飆不舉、 萬里塵清。四鄰絕交諍之仇兩國結舅生（甥）之好 ： 我聖君之良願 其在茲焉。其有昌聖君之化、副明主之心者、則誰當 有我皇太子殿下與良牧杜功爰須（及）節兒、蕃漢部落使等 皆風清臺閣、德映朝廷。我教授乃島邁□（澄）蘭、才當五百、並股肱王道、撫育黎黎 既奉論言、寧遑安處。遂乃躬親出廓（郭） 、 印金相而脫沙。崇設無遮、
陳百味之勝福。銀函闢經、











れることである。彼岸に去ってゆく者とは、自分の先祖のことを指している。本資料中には、秋の収穫物による供え物を表現する「崇設無遮、陳百味之勝福」 いう句が見られるが、これは実際に、こ 儀礼において、秋の収穫物を並べて、豊穣に対す 感謝を捧げるとともに、先祖も捧げて冥福を祈ることを意味しており、これが の儀礼の目的であったと考えられる。　
ところで、中国は、仏教伝来以前より、先祖供養の儀礼が整備されて





















































および帰義軍統轄時期に入り、しばしば戦乱 戦争に巻き込まれる災難に遭遇した時代で、行事においては個人の祈福祓病や平安幸福 願うととも 、国家の平和、戦争の終結 祈りは切実な願 であった。　
儀礼の様相に関しては、仏教儀礼は道教の儀礼、また中国の仏教導入



















・ 印沙佛―パリと奈良との仏教版画展から（上） 、 （中） 、 （下） 」 （ 『日




錦郎著、耿昇訳「敦煌写本中的〝印沙佛〟儀軌」 （ 『法国敦煌学精粋②』 、甘
粛人民出版社、 二〇 一年 二四
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『唐代音楽の歴史研究』 下巻 ・ 楽制篇、 第五章 「十部伎」 （東京大学出版会、










白延訳『佛説須頼経』 （ 「衆妓調五音、供佛当鮮明。 」 （ 『中華大蔵経』第二〇冊、
二八二頁） という。康僧鎧訳 『無量寿経』 卷上に 「清風発時、 出五音声。微妙宮商、自然相和。 」 （ 『大正新脩大藏経』第一二巻 二七一頁
a） 。真諦訳『立世阿毗曇論』































（ 『敦煌学輯刊』 、 一九九〇年第一期） 。
















活動に関わる職人及びその次第に関しては、 以下のような研究がある。鄭阿財 「敦煌講経活動都講職司與文献遺存考論」 （ 『敦煌仏教文献與文学研究』 、上海古籍出版社、二〇一一年、一八〇
―
二
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Many Dunhuang documents produced in the ninth and tenth centuries referred to religious 
observances, including a Buddhist ceremony called yinshafo（印沙佛）in which a seal engraved with 
the image of a Buddhist deity or stūpa was put on the sand and prayers were counted on Buddhist 
rosaries. This ceremony has been studied extensively as an important event in Dunhuang Buddhism. 
These previous studies have mainly focused on the connection of the ceremony with the Lantern 
Festival, a Buddhist ritual held in the first lunar month; however, it is also worth examining the 
relationships with other Buddhist rituals held in Dunhuang in that period, such as the Buddha’s 
Birthday Festival.
Another point that cannot be overlooked in relation to the yinshafo ceremony is an association 
called the she （社）. It was one of the key players in organizing the ceremony. This type of association 
was unique in that it was based on the religious bond of Buddhism, unlike other contemporary 
organizations which were based on a shared territorial bond formed from the worship of local deities. 
She, associations of commoners, built close relationships with religious groups of monks through 
working together to organize religious ceremonies.
One of the main purposes of yinshafo ceremonies was to pray for people’s lives. The prayers ranged 
from communal to private, such as universal peace, a huge harvest, recovery from illness, protection 
from misfortunes, and happiness in the next world. These diverse prayers clearly show some aspects 
of Dunhuang Buddhism at that time. From this perspective, the present article examines the social 
aspects of Dunhuang Buddhism and its relationships with other local worship and belief, which so far 
have not been fully studied in either China or Japan, to reveal the realities of yinshafo ceremonies and 
analyze their features. 
In the mid-Tang period, she associations supported fasting ceremonies  and were involved in the 
festival to celebrate Buddha’s Birthday on the eighth day of the second month of the Indian calendar 
as well as other folk rituals. These facts are examined in this article to analyze the acceptance of 
Buddhism among the people and the ceremonies and social aspects of Dunhuang Buddhism, which 
have not been fully studied until now.
Key words: Dunhuang Buddhism, yinshafo ceremony, New Year events, performing arts, ancestor 
worship ceremony 
A Study of Yinshafo Ceremonies in Dunhuang in the Ninth and Tenth 
Centuries
XU Ming
